
アグリボこよみ
― 作物別使用方法 ― そ ら 豆

「 摘芯後 」と「 開花前後 」が ポイント
そら豆は、上位葉から下位葉までしっかり陽に当てることが大切です。
誘引や整枝を上手に行ない、光合成を活発にして落花や落ち莢を少なくしましょう。
「 アグリボ 」もお手伝いします。

栽 培 暦 アグリボEX アグリボ 3 ワ ン ポ イ ント

播 種

定 植
定植前
または
定植後

500倍
どぶ漬け
または
潅水施用

活着を促進し、
毛細根を増やす。

摘 芯
摘芯後

7日間隔
2回

3,000倍 葉面散布 葉全体の光合成を促し、
落花・落莢を抑える。

開
花
前
後

7日間隔

3回
1,000倍 葉面散布 花への養分転流を促し、

着莢の充実を！

収 穫

しみ症対策に、ヤワラ！
多肥や乾燥・高温などで、根からのカルシウム吸収
量が低下すると“しみ症"が発生します。発生する
前に、葉面からの吸収効率が高い「ヤワラ」を
500～1,000倍に希釈し、葉面散布してください。

低温期の寒さ対策にも、ヤワラ！
「ヤワラ」に含まれるカルシウム成分で、組織を
しっかりと作り、トレハロースで細胞を保護し、
寒さを乗り切りましょう。冷え込みが予想される
2～3日前に500倍に希釈して葉面散布。

天候不順が予想される場合、「アグリボEX」の代わりに
“光触媒 ”入り「アグリボ3」の3,000倍希釈液の散布
が有効です。
「アグリボEX」や「アグリボ3」を葉面散布する際、
“展着促進材” (界面活性剤・トレハロース)入り「ヤワラ」を
1,000倍希釈相当で加用すると、散布液の展着性向上に
効果的です。
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